
（別紙様式）学力向上の実践校リスト

津山市立北陵中学校

キーワード

標 題

①学校の概要（平成２５年５月１日現在）

・児童生徒数 ６９１ 名 ・学級数 ２３ 学級 ・教職員数 ６０ 名

②取組を始めた経緯 ③取組の実施体制

１ 活用型を目指した新しい教材や実践（地域教材、合科型授業、
プロジェクト型授業）を開発し、子どもたちの興味や関心を高
める。

２ 誰にもわかりやすい、ユニバーサルな授業、学び合いの工夫
を行う。

３ 家庭学習の現状を調査・研究し、効果的な家庭学習の方法や
内容を研究する。また、家庭学習を生かした活用型の授業実践
を研究する。

３ 思考力・判断力・表現力（活用型学力）の育成

本校生徒は、向上心旺盛で規律の遵守性も高い
が、コミュニケーションが苦手で人間関係に乏し
い生徒も見られ、学力にばらつきもある。また、
保護者の価値観も多様化している。平成２０～２
２年度「学力向上実践研究に係る推進校（文部科

管理職、研究部を中心とする研究推進委員会の
もと、３部会制を採用し取組を進めている。３部
会にはすべての教職員が学年・教科を越えて所属
し、定期的に研究を進めている。今年度は、３部
会を修正し、①新教材・実践開発部会、②ユニ

④学力向上に向けた具体的な取組

２年度「学力向上実践研究に係る推進校（文部科
学省指定）」を受け、基礎・基本の一層の定着と
思考力及び説明力・表現力を高める指導方法・教
材等の工夫を目指して取組を進めた。以後、研究
を継続発展させることを目指している。

会を修正し、①新教材・実践開発部会、②ユニ
バーサルな授業開発部会、③家庭学習開発部会を
設けて、活用型学力（思考力・判断力・表現力）
を高めるための実践研究を進めている。

１） 全国学力学習状況調査、岡山県学力調査、標準学力調査、QU等学力調査を活用し、北
陵中生徒の学力分析と課題の明確化

２） 教職員を対象にしたアンケート調査(生徒の実態について、研究したい内容について)
３） １）と２）についてまとめたものを教職員で共通理解

○学力調査の分析と、教職員アンケートをもとにして、研究主題の見直しと重点目標、
研究の視点を決定した。

４）３部会制を採用し、継続的な研究を進める
○３部会内の学年・教科横断型小グループを中心として、研究を進めている。
○夏休み中の校内研修で、３部会の取組の中間発表を行う。

５） 年間３回の授業研究会を中心とする授業公開
○今年度は第１回９／１２（木）、第２回１１／１５（金）、第３回２／２１（金）
に開催
○２学期に、３部会各部会ごとの授業公開週間を設け、授業公開、研究協議、VTR撮影
による全員協議を行う。

６） 外部講師の招聘による外部評価の導入
○大阪教育大学 木原俊行教授に２回来校をお願いしている。

７） 教職員による「一人１レポート集」の作成（実践の成果と課題をまとめる）
８） 研究視察と視察内容報告
９） 研究だより「絆」を中心とした研究の共通理解



⑤取組の成果と課題

⑥取組の継続・発展の要因

⑦管理職・中核教員等のアクション

学力調査等による生徒の学力の実態把握と教師の生徒理解による生徒の課題を共通理解す
ることにより、教職員の課題解決に向けたモチベーションが高まっていると考える。授業研
究で、先生方が挑戦的な授業実践を積み上げているため、生徒の興味関心を高める授業モデ
ルが豊富である。学年・教科横断型の研究組織を中心に授業づくりを行い、様々な教科の指
導案に触れ、教師の授業実践力が高まっていることも一因にあげることができる。また、外
部講師による的確な評価が与えられ、教師の意欲が喚起されている。

学校経営計画や年間計画づくりにおいて、研究推進の重要性を十分周知してくださり、教
職員の研究に取り組む意識を継続的に高める努力をしている。さらに、情報収集に熱心で、
先進的な取組や学力向上に関する情報提供が適切である。また、現在、小中連携を進めるた
め、北陵中学校区内の小学校への働きかけが意欲的に進められており、全国的に先進的な取

昨年度末に、学力調査の分析と共通理解、教職員アンケートを実施し、今年度の研究の方
向性を整理、共通理解した。そのため、３部会を修正し、本校教職員の共通理解のもと研究
体制をスタートできている。また、各部会の研究の取組を交流するため、中間発表日（８／
６）に向けて準備が進められている。
今年度は、校舎耐震工事に伴うプレハブ移転の関係で、１学期の授業研究会が実施できな

かったが、２学期以降の授業研究会に向けて準備を進めていく予定である。

⑧資料・写真等

め、北陵中学校区内の小学校への働きかけが意欲的に進められており、全国的に先進的な取
組を進めている地域の教育視察や情報交換が進んでいる。
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